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特定非営利活動法人黄河の森緑化ネットワーク会報

今回の植樹ワーキングツアーに60名 が集まりました。10月 9日 は晴れわたった青空で、汗を流すのに丁度よい天

気だった。黄河の森緑化ネットワークの会員のほか、笹山幸俊前神戸市長、崎山昌廣兵庫県私学審議会会長、芹田

健太郎兵庫県国際交流協会参与、そして米田準三氏を団長とする(社)神戸日華実業協会の方々、合わせて60名 が参

加されました。日中友好林の現場は、にぎやかな声につつまれました。自分自身が植えたコノテガシワの苗本が根づ

き、いつか黄上高原が緑となる。それを願いながら植える作業に疲れも忘れてしまう。皆さんおつかれさまでした。

私が林同春代表理事から中国での

植樹のお話 しを聞いたのは一昨年だ

ったでしょうか、公務で中国へは行

く機会が多くありましたが、都市部

が中心でしたのでどこに植樹をする

のだろうかと考えていました。

今回初めて植樹に参加させていた

だくことになり、関西国際空港から
「黄河の森緑化ネットワーク」(KF
G)の皆様と北京経由で蘭州へ向か

いました。蘭州空港から市街地へ約

40分間ほど高速道路を利用 しての移

動中の両側の山がほとんどはげ山に

なっていたのには驚きました。さら

に、驚いたのはその山々に植樹する

計画とのことでした。それとともに

六甲山を思い出しました。六甲山は

神戸のシンボルであり今でこそ緑豊

な山ですが以前ははげ山であつたの

を1902年 から植樹を開始してやつと

今のようになりました。このことか

ら考えると蘭州での植樹事業がいか

に大変なことが想像できます。今回

は、大きなコノテガシワの苗木を植

樹 しました。穴も掘つていただいて

いたので苗木を運び土をかけるとい

う比較的簡単な作業でしたが運動不

足の私には応える作業でした。 しか

し、帰 りのバスから見ると植樹 した

一面が黄土色から緑色に変わつてい

るのがはっきりと確認できたことが

疲れを癒 してくれました。

このように、地道な植樹を続ける

ことが将来の蘭州を緑豊な地に変貌

させることになります。その事業に

KFGの 皆様が参画され資金面の協

力だけでなく自ら植樹されているこ

とに感銘いたしました。

さらに、当センターでは留学生支

援事業を行つてお りますが、中国側

の参画されているのが神戸に留学 し

ていた柴生芳さんでした。留学生活

が勉強だけでなくこのように市民の

皆様 と交流を深め、さらに帰国後も

活躍 していることを大変 うれ しく思

います。

今後さらにKFGの 活動の輸がひ

ろがり黄河が緑豊な地を流れる事を

期待 しますとともに、中国との民間

交流が深まることを祈念 します。

榮  (KFG監 事、元小学校校長)

せいか細く弱々しく感 じられる。

日中友好林に到着。ここは植樹の

基地として、苗木の栽培に取り組む

宿泊施設や、遠く黄河の水をこの山

中まで太いパイプでくみあげる設備

が完備 されている。

昨年、一昨年に植樹 した本々や緑

化支援金をもとに植林された木々の

成長ぶ りを観察する。一年ぶ りに再

会 した我が子のようにいとお しく感

じる。20cm以上も伸びてお り、健や

かな成長に地元の人達の取り組みの

熱意が感 じられる。

地球の森林破壊について、「地球で

は一秒間にサッカー場一面分の緑が

消えている」と国連環境計画事務局

は報告 している。私達が住む神戸六

甲山系も、103年ほど前までは森林破

壊で緑が少なかった。今 日の緑一面

の六甲山系になったのは、先人達の「

緑を守ろう」と長年にわたる植樹ヘ

の熱意と努力の賜物である。

私達「黄河の森緑化ネットワーク」

の37名 は、10月 8日 黄土高原に再び

緑を !の願いを胸に、蘭州へと旅立

った。

秋 山

北京から蘭州へのフライ ト、蘭州

に近づくにつれ、眼下には木々のな

い一面薄灰色の山々が連なる。私達

の植樹への取り組みは、砂漠地帯に

とって大河の一滴のように微々たる

ものかもしれないが、樹木のない山

々を見るにつけ、植樹への意欲が高

まってくる。

翌朝、蘭州で合流した神戸日華実

業協会の人達と合わせて64名 で、市

街から23km離れた日中友好林に向か

う。途中、道路の両側には植樹され

た木々が続いているが、乾燥地帯の

笹  山 幸  俊  (前神戸市長、現(財)神戸国際協力交流センター理事長)

KFG会員と植樹される笹山前神戸市長 (左 )
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今年は、乾燥に強い「コノテガシ

フ」1200本 を植樹する予定で作業に

取り組む。根元にしつかりと上が付

いているので、一本一本大変重い。

高齢者もおられるので、しぜんと木

を運ぶグループ、植えつけるグルー

プと、分担が決まってくる。 しつか

り大地に根づけよ !と 願いをこめて

植樹する。午前、午後と作業をする

が、予定よりはかどらず、今回は800

本で終了とする。 しかし、今回まで

植樹と緑化支援金での植樹とで 7万

本以上の木々が蘭州の地に育つこと

になる。

翌日緑化ネットワークの活動の様

子が、地元紙に写真入で大きく報道

された。私達の活動が広く地元の人

達に理解され、今後いっそ うの協力

が期待できそ うだし、緑化ネットワ

ークの活動の励みにもなった。

る。こうすると雨水は植え穴の中央

に集まり(集水)、 根の回りに注がれ

(注水)、 かつ土中に入うた水はビニ

ールで蒸発が抑制される(保水)、 と

い うわけである。ビニールを敷くこ

とにより地温が高まるというおまけ

がつく。コス トも低いという。

ただし、少ない雨水だけで生育し

なければならないので植栽木は乾燥

に強い低木を使 う。マメ科の檸条 (に

んじょう)と ギョリュウ科の紅砂 (ホ

ンシャー)が試植されている。うまく

いけば高さ1～ 2m、幅1.5mの 大き

さになる。こうなると日陰ができ、

やや湿度の高い場所もできるので、

そこでタネが発芽でき、幼い苗も成

長できる。あとは特に何もしなくて

も次々と個体が増え、植被が広がる

かもしれない。

三水工程は高速道路から離れた

“奥地"で行われる。樹林ではない

が、緑でカバーされれば当然地表の

侵食は少なくなり、きれいな河川ヘ

の展望が開ける。雨水だけで行われ

る緑化法として三水工程がうまくい

くことを願いたい。

＞
三
水
工
程
で
植
え
ら
れ
た
斜
面

日』ま垣重里夕i           lLOplJE  緊蒻」写農写部暴林碁学曇教授、農学博士)

日中友好林の造成・管理は蘭州市

南北両山緑化工程指揮部 (以下指揮

部という)が行つている。現地に赴

かれた方はご存知の通 り、黄河をは

さむ両側には広大な荒れ地が広がっ

ている。指揮部はこうした荒れ地の

緑化をめざして奮闘 している。降水

量が少なく、痩せ地という劣悪な条

件下で緑化をしなければならず、そ

の苦労は我々の想像を絶する。劣悪

な条件の克服のために、ここでは次

ぎの二通りのや り方がとられている。

1.水利工程

日中友好林の西側には柳忠高速道

路が走っている。我々はこの高速道

路を通つて中川空港と蘭州市内を何

度か往復した。高速道路の両側の荒

れた丘陵や山には主にコノテガシフ

が植栽され、多くの個所でスプリン

クラー灌水されている光景が見られ

た。放水口がゆっくり回転 しながら

半径20mほ どの範囲に水を撒いてい

るのである。

水利工程とは、高速道路の両側に

樹林を作るため、黄河から水を引き、

植栽木を育てる方法をいう。当地の

年平均降水量は400nlm以下 (ちなみに

日本の年平均降水量は1700mm)であ

り、これだけでは高木性のコノテガ

シフにとつて水不足となり、生育は

困難である。そこで黄河に頼つて水

を求め、人口灌水で育てる方法がと

られる。

すでに黄河から総延長3800kmのパ

イプラインが高速道路の両側に敷か

れ、3200万m3の 黄河水がコノテガシ

フに注がれている。 日中友好林の記

念碑がある上のいただきに直径 5m
ほどの円形の貯水タンクがあり、こ

こまでポンプアップされて下方の方

々の斜面に配水される。ただ日中友

好林はスプリンクラー灌水ではなく、

手でホースを持つて灌水 している。

良し悪しは別にして、高速道路両側

の緑化はこうした水利工程で進めら

れている。

2.三水工程

広大な荒れ地である。 どこもかし

こも黄河の水で緑化というわけには

いかない。何とか雨水だけで緑化は

できないものかと考え出されたのが

三水工程である。

三水とは集水、注水、保水をいう。

図のように直径50cmほ どの植え穴に

少 し窪みを残 して植栽 したあとビニ

ールを敷く。その上に若干土をかけ

三水工程で植えられた檸条 (にんじょう)

右上にビニールの端が見える。
左上の大きな穴はネズミの穴か?

/低 木の檸条

(に ん じょ

三水工程による植栽
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蘭州市内を抜け郊外に入ると周 り

は徐々に黄色の上が増 し、やがて道
の両側はすべて黄色一色になつた。

同じ様なつくりの農家集落がぼつぽ
つ、農家の前では昔写真で見た様な

赤いホッペの子どもを抱いていたお

ばあさんが私達を見ている。途中ほ

んの少しでも水分がありそうな土地

には、 トウモロコシが植えられ、地

を這 う様に赤茶色の雑草が生きのび

ている。やがて広々とした高台に出

た。友好の植林記念碑の場に着き、

今までの事業内容が理解でき、現地
の方の苦労を想つた。いよいよ植林

環境問題はとてつもなく広くて深
いもの。オゾン層破壊、空気汚染、地

球温暖化、砂漠化、廃棄物問題、ヒー

トアイランド現象などなどと考える

と、こんなんもう専門家にまかして

おかなしょうがない。 日常の雑務に

追われる、わたしに何ができるとい

うんや ?と 思つてしまします。
KFG会 員になつてからも、以前

と同じように姑の介護や自分の仕事

におわれる毎日でした。だが、少 し

づつ違つてきたことがあるのです。

私の意識です。この紙はまだ使える。

KFG会 員 北 浦 洋 子

(元小学校教諭 )

をする。苗木が大きくて 5、 6本 も

植えると汗が出て一体み。見ると現

地のおばさんか (私 より若いけど)が
ニッと笑い、軽くスコップでヒョイ

と直してゆく。私も真似て周 りをペ

タペタたたき「オッケイ ?」 と聞くと
ニコッと笑いうなずく。何回か身ぶ

りを交えて一緒に植えると楽 しくな
った。
昼食は、昔の味がするゆでた大き

なジャガイモ、味の濃いゆで卵、かた
い トウモロコシ、心のこもつた食事

だつた。午後からもヨタヨタと何本
か植えたが、スコップをヒョイと何

本 も持つてくれた小柄で細い兵隊さ

んや気のよさそ うなおばさん達がこ

の後の世話をしてくれるのだなぁと

感謝 しつつお別れをした。

あのおばちゃんに又会えるといい

なぁ。

.・

。(財 )イオン環境財団から85万の助威・..

: イオン環境財団は地球環境の保全、地域環境の保全の :

:た めに、積極的・継続的に活動を行つている団体 。個人 :

:に対し、1991年より毎年助成を実施 しています。この度 :

:KFGは 85万円の助成が決まりました。 どうもありがと
:

三ζ』]言;:ン震瀑辟躙棚 、:

:KFGの緑化活動にはずみがつきます。そして自然環境 :

:保全に対する関心を広げることができます。     「

く電⑮≫喝)参議多争″ノ KFG会 員 畑 中 弘 子
(児童文学者)

かならず自然との深いかかわりがあ

るのですね。誰もがよく知っている
「銀河鉄道の夜」「アルプスの少女ハ

イジ」「赤毛のアン」「大草原の小さな

家」「ムーミン」など、おもいうかべて

みてください。わたしたち人間は、

人間として感 じる “心"を もつと培
いたいものです。養えば養 うほどに、

環境への配慮がなされる気がするの

です。が、このことは、もしかした

ら最もむつかしいことなのかもしれ

ません。

―ンアッ7活動
ことから賠めよう 一

緑豊かな六甲山は103年前も黄上高原と同様禿山だつた。

恩恵を受けている私達はその保全に努める必要があります。

小さな美化活動も環境保全への輸が広がります。

今年も下記の要領で実施 しますので、会員同士の交流もかね

て、歩くことの楽 しさと小さな活動にふるつて参加 しませんか。

●日時 2005年 4月 17日 (日 )AM 9:30 小雨決行 ●集合 阪急岡本駅
●歩行 約4時30分  6km
●コース 阪急岡本駅～打越峠～横池～荒地山～横江～風吹岩～高坐の滝～阪急芦屋り1駅

●持参品 弁当・水筒・雨具・タオル
●解散予定 PM 14:00 ●リーダー 林 青彦 ●サブリーダー 安本昭久

― 住 吉 川 上 流 に 苗 木 を植 え る 一

中国蘭州での日中友好林の植林は順調に進んでいます。

緑豊かな六甲山も103年前は黄上高原のような禿山だつた。

足元である六甲山の森を保全することも大事です。

クリーンアップ活動につづき、身近にできる活動 として、

下記の要領で苗木を植えることにしました。

参加できる方は、事務局かホームページでお確かめ下さい。

●日時 3月 6日 (日 )・ 19日 (土 )AM 10:00～ PM 15:00草刈下準備作業
3月 27日 (日 )    AM 10:00～ PM 15:00植林作業

●集合場所 JR住 吉駅 Ⅲ 9:30

●持参品 弁当・水筒・軍手・タオル等

日中縁1ヒ交流基金t爾州に縁1ヒ支援ヘ
2004年 12月 13日 発中国通信によれば、日中緑化交流基金が

KFGと 同じく、蘭州市南北両山の緑化プロジェク トを支援

するため、2005年780万円の無償資金援助を決定した。

3年間の資金援助となれば、緑化面積は80ha、 植樹本数は

17万 1600本に達するとの記事がありました。KFGに 続き日

本の他団体も南北両山での緑化支援をふやせば、それだけ黄

土高原への緑化に対する関心が広がり、そして森林再生へと

つながります。他人事ではなく、非常に嬉 しいニュースです。

事 ‐ワ弔華碑鞭

これはもつと水切 りしておこう。こ

まめに電気を消そう。これは捨てな
いで廃品回収にまわそう。などと思

うようになりました。
地球が痛めつけられていると感 じ

る。このままではえらいことになる

ぞと思 う。自分のまわりの環境を意

識 しはじめる “心"が、改善への第
一歩ではないでしょうか。

それはまた童話づくりにも通じま

す。登場人物の “心"が描ききれな

ければ、すばらしい作品はうまれま

せん。そして、何と、名作の背景には
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黄土高原の植物Ⅲ 刺椀、洋愧 ニセアカシア その2

KFG顧 問 徳 岡 正 三 (高知大学農学部森林科学科教授、農学博士)

「中国主要樹種造林技術」 (中国林

業出版社)と い う本の中に、中国で

大々的に植えられる主な木210種余
りがのっている。いうまでもなくニ

セアカシアはその中の 1種である。
まず、この本から引用 した図をごら
んいただこう。図中の 3は托葉針 (た

くようしん)と いって、ニセアカシ

アは枝に トゲがある。葉がエンジュ

(椀)と いう木に似てお り、こうした

トゲがあるので中国では刺椀 (ツー

ホアイ)と いう名がついている。
ニセアカシアはまた北アメリカ原産

なので洋枕 (ヤ ンホアイ)と もいう。
ついでながらニセアカシアはマメ科
に属 し、豆果 (と うか)と いつて、い

わゆる “まめ"と いうたねを持つた

果実をつける。
ニセアカシアは学名をロビニア・

シュ‐ ドアカシアというが、この中
の “シュー ド"に “ニセの"と いう

意味がある。それでニセアカシアと
いう名がついた次第である。ニセア
カシアは トゲがあるので、中国語の

刺枕に似てハ リエンジュという別名
がある。 “ニセ"を嫌つたのかどう
か、日本の図鑑ではハ リエンジュを

先にして、ハ リエンジュ、ニセアカ
シアと並べるか、ハ リエンジュ (ニ

セアカシア)と するのが普通である。

筆者は学名由来の名前を使らてぃる
ことになる。

北アメリカ原産ということで、中
国へはまず青島 (チ ンタオ)に入つた

らしい。「アカンシアの大連」は清岡

卓行の芥川賞受賞作品であるが、花
が自いなどから大連のアカシアはニ

セアカシアとみられる。こうして中

国各地に導入が進んだようだ。ちな

みに、一般にアカシアと呼ばれるも
のには実はニセアカシアであること
が多い。昔西田佐知子が 「アカシア
の雨にうたれてこのまま死んでしま
いたい…」と歌ったアカシアも多分
本当はニセアカシアではないかと思

う。

筆者が中国でニセアカシアに気づ

いたのは、革命の聖地として有名な

映西省の延安 (えんあん)を訪れたと

きである。ときは5月 で白い花が咲
き誇り、荒れた風景の中に立つ高木
として強く印象に残つた。延安も黄
上高原の中にある。ニセアカシアは

前回述べたように、痩せ地に強く、成
長も早い。蜂蜜が取れ、木材や薪 と
しての利用もできる。何よりも水土

保持や防風固砂に大きく働 く。痩せ

地が広がる黄上高原に適 した本と思
われる。中国の主要な造林樹種とな
るのは当然の成 り行きである。 日本
では、この本から家具をつくれば重

厚感のある格調高いものができると
いう報告もありながら、現在やっか
いもの扱いの本になつている。その

理由も前回述べたが、もう一つは、

伐採 して得られる木の量が持続的な
生産に足りないからである。その点

黄上高原は日本 とほぼ同じ広さがあ

り、そこから得られるニセアカシア

も中途半端な量ではないだろう。木
は植えるだけでなく収穫も必要であ

る。収穫 してまた植える。土地を荒
らさずこれを行 うのが持続的な発展
である。 とにかく黄上高原の多くの

地域で、ニセアカシアが土地保全の

役割を果たしながら、蜂蜜などを提

供 し、適当なときに木材として役立
つている。

ニ
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ア
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ア

①
花
を
つ
け
た
枝

②
豆
果
を
つ
け
た
枝

③
托
葉
針

馬金山副指揮と現場で。 (左 KFG顧問)

可黎雛換‐藝割帥趾錢麟隧
‐
論 τ

*KFG― 行 *

10月 9日 の植樹後、10月 13日 四川

省成都人民対外友好協会を訪問。秦

琳会長から四川省の政策概況や緑化

政策が説明され、小淵基金を協会が

担当されていること、日本への研修

派遣を13年続けていることなど。

また、緑化政策が進んでいるので

国家の指導層がよく視察に来られる

との話がありました。会談後協会の

準備で都江堰近くのモデル林を視察。
モデル林のある北大鎮は山梨県竜

王町とは友好都市であり、近くには

長江の支流颯江が流れ、2200年前に

つくられた世界遺産の都江堰があり

非常に風光明媚なところです。

中国では小淵基金によるプロジェ

林 青彦 (KFG事務局長)報告

ク トは43件あり、ここはその中でも

日中友好のモデル林と位置づけ、

2002年 9月 に起工式が行われ、236ha

のうち2年間で150haが 完了。もとも

と荒地、農地だったのを所謂退耕還

林政策によつて植林をはじめた。気

候がよく雨量も豊富なので植林には

灌水の必要がなく、 3～ 5年でしつ

かりと成長するとの話に、水不足の

蘭州には羨ましい限りです。

森林率は日本が67%ですが、ここ

では53.8%と 日本に近づけるよう頑

張つています。20数種の本を植えて

いるが、場所柄洪水が多かったので

風景林もあるが主に保水林として行

われています。天府之国・四川だけ

あって、豊富な資源に恵まれ中国内

でも積極的に森林保護や退耕還林還

草政策 を進 めていて、森林率は

26.6%に達しています。

そ う言えば、成都市内では非常に

緑が多く、屋上緑化も至る所で見る

ことができた。 日中友好林のある蘭

州の黄色い大地、緑と水が豊かな四

川と全く対称的な地勢にあらためて

黄土高原の森林再生の難 しさを感 じ

た。

⑤
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と共に

アース・ ウォーカー (UNEP国 連の環境機関から平和大使としてこの名

を授かる)と 呼ばれる英国人ポール・コールマンさんは、1990年から世界を

歩いて木を植えています。

リオの地球サミット、南アフリカサミットにも参加。2002年から再びイギ

リスを出発 して2008年北京オリンピックに向けて 1億本の本を植える旅の途

中アフリカで日本の青年に出会い、彼 と共に2004年 6月 から半年 日本を訪れ

ています。 11月 21日 神戸市灘区での彼の講演会と植樹セ レモニーに参加 しま

した。 (KFG理事 月ヽ舟史代、KFG会 員 月ヽ舟愛子 参加 )

こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ

′1ヽさな日中反好記念植翻
KFG永 山副代表が高知市の隣 り南国市に、このほど第二の人生の

居場所として自宅を建てました。これを記念 してKFG理 事有志が訪

問し、桜の苗木と中国原産香花 。シャンファ (日 本名 トウオガタマ、大きさ2～

3 cmほ どの非常に香 りのよい上品な白い花が咲きます)を記念植樹 した。土佐

の南国市で時ならぬ日中友好記念植樹となりました。副代表いわく、すつかり

ガーデニングも終わりましたので、南国市にお越 しの節は立寄ってくださいと

の こ と。   TEL.088-863-1400  PH.090-1078-3344 (林 事務局長記)

こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ

会費・寄付金継続のお願い

会員皆さんのご協力により、KFGの 活

動は着実に進んでいます。どうもありが

とうございます。

会報とお願い書を同封させていただいた

会員さんには、ひきつづきよろしくお願
いいたします。

: ホームページ/EメーrLの  :
: アドレスが漁蓼ιl春した′ :
KFG活 動への助言や環境問題
の情報、ご自分の考え方など貴

重なメッセージをお寄せくださ

い。採用されたメッセージはホ

ームページ、会報に掲載させて

ど[?li言転lJ[:]])b

一-1■lKF G3務局か        嚇沙″F

●第 2回通常総会を5月 22日 (日 )、 神戸中華会館にて開催 します。詳 し

くは、ホームページと案内書でお知らせ します。

●会員になつていない方や友人達にぜひKFGへ 入会し、活動を支えて

下さい。
●会報への投稿をしてください。KFGの 活動の助言や環境問題の情報、

ご自分の考え方をお寄せください。本誌は 2月 ・ 7月 の発行です。

締切、紙面の都合より掲載できない場合がありますのでご了承下さい。

●秋のコース

●夏のコース

蘭

蘭

カシュガル・ホータン・上海

フホホ ト・上海

9月 17日 (土)～ 9月 25日 (日 )(8泊 9日 )

8月 下旬 (7泊 8日 )

ポール・コールさんと一緒に小舟愛子

中国原産香花を植えるKFG理事たち

121X35年度黄上高原植樹ワーキングツアーの予告

●秋のツアーは、10月 中旬にフォーラム開催の都合上 9月 中旬の予定。 9月 18日 の

植樹活動後、2003年度ではウルムチ・ トルファンまで行きましたが、今回は、更

にシルクロー ドの奥地要衝カシュガル・ホータンを訪れます。 (Aコ ース)

●夏のツアーは日中友好林の作業棟にも宿泊し、現地スタッフと寝食を共にし、一

緒に汗を流しての植樹作業や交流の場をつくります。その後は、モンゴルの草原

を訪ねます。費用と夏休み時期を考慮 していますので、学生も参加

しやすいと思います。 (Bコ ース) 決定次第ホームページでお知らせ します。


